
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2015

8 月 23 日㈰、兵庫県民会館（神戸市中央区）にて、「ピースアクション 2015 広島被爆ピアノ平和コンサート」
を開催し、約 300 名がつどいました。戦後 70 年。会場は被爆ピアノの音色と平和への願いを込めた歌声に包
まれ、次世代へ語り継ぐ平和への想いを新たにしました。（関連記事 P.4）
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今
期
か
ら
兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合

会
の
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

標
題
の
言
葉
は
、
一
九
三
五
年
に
賀
川

豊
彦
先
生
が
大
学
生
協
の
前
身
と
も
言
え

る
東
京
学
生
消
費
組
合
の
十
周
年
に
際
し

て
寄
せ
ら
れ
た
揮
毫
で
す
。
と
も
す
れ
ば

若
者
の
世
代
へ
の
前
向
き
な
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
に
も
映
り
ま
す
が
、
戦
前
の
厳
し
い
状

況
の
中
、
解
散
の
運
命
を
辿
る
こ
と
が
濃

厚
で
あ
っ
た
学
生
消
費
組
合
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
し
た
。

た
と
え
生
協
運
動
が
一
旦
途
絶
え
た
と

し
て
も
、
必
ず
や
光
が
差
し
、
若
者
の
世

代
が
自
分
た
ち
自
身
や
他
者
を
共
に
豊
か

に
す
る
た
め
に
手
を
携
え
る
の
だ
、
そ
ん

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
私
は
理
解
し
て
い
ま

す
。
時
代
を
超
え
て
、
と
て
も
力
が
沸
い

て
く
る
言
葉
で
す
。

大
学
生
協
は
言
わ
ず
も
が
な
大
学
・
高

等
専
門
学
校
な
ど
を
職
域
と
し
、
主
に
十

代
後
半
か
ら
二
十
代
前
半
の
「
若
者
」
を

主
な
組
合
員
と
す
る
組
織
で
す
。

他
分
野
の
生
協
と
の
大
き
な
違
い
の
ひ

と
つ
は
、
定
期
的
に
組
合
員
が
入
れ
替
わ

る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
毎
年
多

数
の
新
入
生
に
向
か
っ
て
生
活
協
同
組
合

を
説
く
事
が
で
き
る
の
は
、
あ
る
意
味
協

同
組
合
人
と
し
て
幸
せ
な
こ
と
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

と
は
言
う
も
の
の
、
最
近
の
「
若
者
」

は
自
分
の
関
心
の
あ
る
も
の
に
し
か
な
か

な
か
聞
く
耳
を
持
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
入

学
式
の
日
に
、
見
知
ら
ぬ
大
人
が
「
大
学

生
協
は
云
々
…
出
資
金
が
云
々
…
」
と
切

り
出
し
て
も
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
興
味
よ

り
も
防
御
本
能
の
方
が
先
に
立
つ
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
大
学
生
協
の
組
合
員
活
動

で
あ
る
「
生
協
学
生
委
員
会
」
の
出
番
で

す
。
彼
ら
は
高
校
生
対
象
の
大
学
見
学
会

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
へ
の
運
営
参
加

か
ら
始
ま
り
、
入
学
前
の
相
談
に
答
え
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
新
入
生
歓
迎
会
な
ど
を

通
じ
て
、「
安
心
し
て
大
学
生
活
を
準
備
し
、

ス
タ
ー
ト
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
想

い
を
元
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
が
、
彼
ら
の
言
葉
で
「
生
協
に
加

入
し
た
ら
、
安
心
で
便
利
や
で
！
」
と
新

入
生
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
と
、
生
協
の

輪
が
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

そ
う
や
っ
て
生
協
の
輪
に
入
っ
て
く
れ
た

組
合
員
が
、
自
分
な
り
に
生
協
を
消
化
し
、

翌
春
に
先
輩
と
な
っ
て
ま
た
輪
を
広
げ
て

い
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
未
来
ハ
我
等
の
も
の
な
里
」　

賀
川
豊

彦
先
生
は
ど
の
よ
う
な
想
い
で
こ
の
光
景

を
ご
覧
に
な
る
で
し
ょ
う
。
期
待
に
応
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
年
々
絶
や
す
こ

と
な
く
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

兵庫県立大学生活協同組合　専務理事
兵庫県生活協同組合連合会　理事

藤井　貴浩
（ふじい・たかひろ）

未来ハ我等のものな里
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【開催日時】	2015年8月3日（月）　午後2時58分〜4時45分
【開催会場】	兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】	本田会長理事、髙橋副会長理事、野間専務理事、新保、伴、大沼、
	 嶋、本多、藤井（以上、理事）、藤田、金丸（以上、監事）

2015年度 兵庫県生協連 第2回理事会報告

兵協連 第 2 回「緊急通行車両担当者会議」を開催

（ 1 ）「2015年度兵庫県生協大会」生協功労者表彰について
（ 2 ）第14回兵庫県消費生活課と兵協連理事会との懇談会について

（ 1 ）「会員生協の概況報告」各出席理事・監事より報告
（ 2 ）第1回兵協連 監事会 開催報告
（ 3 ）県議会および会員生協の人事異動（就任・退任）について
（ 4 ）2015年度「兵庫県生協大会」について
（ 5 ）第32回兵庫 JCC 委員会 開催報告
（ 6 ）第93回国際協同組合デー・兵庫県記念大会 開催報告
（ 7 ）「兵庫におけるポスト国際協同組合年を考える集い」をさらに発展させた
　　『協同組合　虹の仲間づくりセミナー』について

（ 8 ）「東日本被災地支援活動」について
（ 9 ）前々回理事会〜8月上旬までの兵協連行事・諸活動報告
（10）2015年度兵協連主要行事スケジュールについて

8 月 6 日㈭、兵庫県民会館において「第 2 回 緊
急通行車両担当者会議」を開催。10会員生協・ 1
関連会社から11名が参加。兵庫県からは、企画県
民部消費生活課 河本 明子 主査もご参加いただき
ました。この会議は、2008年 1 月に兵庫県と兵庫
県生協連が締結した「緊急時における応急生活物
資供給等に関する協定書」に基づき、応急生活物
資の運搬および医療活動を円滑に行なうために緊
急通行車両の許可がすみやかに得られるよう制定
された事前届出制度について確認するために開催されています。

はじめに「緊急時における応急生活物資供給等に関する協定書・同 実施細目」について
共有化を行ない、続いて「緊急通行車両事前届出」の目的を確認しました。さらに未登録台
数の確認や新車、廃車、移動などに関する届出、またメンテナンススケジュールと申請の締
め切りについての確認を行い、意見交換をしました。
1．様式第2号申請書の「配車先の電話番号」は「緊急時の連絡先」に変更し、配車先事業
所の電話番号に限らず、本部や緊急車両担当者の所属電話番号でもよいものとする。

2．出発地の記載は「神戸市○○区、△△市、■■郡××町」までとし、それ以上細かな表
記は不要とする。出発地が変更になった場合はこれまでと同様に移動の申請を行う。

3．廃車・返納時に「届出済証」「車検証」がない場合（紛失など）、それぞれ理由書を提出する。
4．2015年度のメンテナンスは10月末を締切とする。

などの点が確認されました。

協議事項

報告事項
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音楽は次世代に継承する
“平和”へのメッセージ

〜ピースアクション2015
「広島被爆ピアノ平和コンサート」を開催〜

読
「
カ
ズ
コ
と
ピ
ア
ノ
〜
私
は
ピ
ア
ノ
〜
」

「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」「
死
ん
だ
男
の
残
し

た
も
の
は
」。
ま
た
、「
夏
の
思
い
出
」
の

ピ
ア
ノ
ソ
ロ
が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
時
間

に
は
被
爆
ピ
ア
ノ
を
近
く
で
ご
覧
い
た
だ

き
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
ピ
ア
ノ
に
触
れ

て
み
た
り
と
、
多
く
の
方
に
被
爆
ピ
ア
ノ

を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

後
半
は
、
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の

少
年
少
女
合
唱
団
「
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
・

テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
＆
レ
イ
ン
ボ
ー
ジ
ュ
ニ

ア
」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
「
虹
の
む
こ

う
に
」「
ア
オ
ギ
リ
の
う
た
」「
折
り
鶴
」

「
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」「
L
e
t‘
s 

F
l
y
」

の
歌
声
と
作
文
の
朗
読
で
、
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届

け
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
森
須

さ
ん
、
大
島
さ
ん

に
よ
る
「
さ
と
う

き
び
畑
」「
あ
り

が
と
う
」「
大
切

な
ふ
る
さ
と
」「
リ

今
回
演
奏
さ
れ
た
「
カ
ズ
コ
の
被
爆
ピ

ア
ノ
」
は
、
広
島
市
で
原
爆
投
下
時
、
爆

心
地
よ
り
2
．6
㎞
の
民
家
で
被
爆
し
ま

し
た
。
原
爆
の
爆
風
に
よ
り
無
数
の
ガ
ラ

ス
の
破
片
が
突
き
刺
さ
り
傷
つ
い
た
ピ
ア

ノ
は
、
今
年
88
歳
を
迎
え
ら
れ
た
カ
ズ
コ

さ
ん
よ
り
、
平
成
21
年
5
月
に
ピ
ア
ノ
調

律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
に
託
さ
れ
、
現
在
、

平
和
の
大
切
さ
を
伝
え
る
た
め
に
全
国
各

地
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、
ヤ
ガ
ワ
楽
器
調
律
セ
ン

タ
ー
・
ピ
ア
ノ
調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん

か
ら
被
爆
ピ
ア
ノ
と
の
出
会
い
や
平
和
へ

の
想
い
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
き
、

続
い
て
、
ピ
ア
ノ
・
森
須 

奏
絵
さ
ん
、
ソ

プ
ラ
ノ
・
大
島 

久
美
子
さ
ん
に
よ
る
、
朗

メ
ン
バ
ー
」。

広
島
出
身
の
大

島
さ
ん
は
、「
沖

縄
の
平
和
祈
念
公

園
の
な
か
に
あ

る
、
沖
縄
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
す
べ

て
の
方
々
の
氏
名

が
刻
ま
れ
た
刻
銘

碑
“
平
和
の
礎
（
い
し
じ
）”
を
訪
れ
ま

し
た
。
親
か
ら
も
ら
っ
た
大
切
な
名
前
。

戦
争
で
亡
く
な
り
、
碑
に
刻
ま
れ
る
た
め

に
つ
け
ら
れ
た
名
前
で
は
な
い
。
そ
の
先

も
続
い
て
い
く
は
ず
だ
っ
た
人
生
を
思
う

と
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
最
後
に
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー

ラ
ス
・
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
＆
レ
イ
ン
ボ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
」
の
み
な
さ
ん
も
加
わ
っ
て
「
花

は
咲
く
」「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」
を
、

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
「
ふ
る
さ
と
」
を
、
会

場
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
司
会
進
行
の
足
立 

大
さ
ん

（
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
こ
う
べ
）
を
は

じ
め
、
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
が
分
担

し
て
運
営
に
あ
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
無

事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
爆

の
熱
線
を
越
え
て
平
和
を
祈
り
続
け
る
被

爆
ピ
ア
ノ
。
そ
の
美
し
い
音
色
に
、「
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
・
テ
ィ
ン
カ
ー
ベ
ル
＆
レ

イ
ン
ボ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
み
な
さ
ん
か
ら

も
「
被
爆
ピ
ア
ノ
の
横
で
歌
え
て
よ
か
っ

た
。
ピ
ア
ノ
を
見
つ
め
る
と
心
が
悲
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
戦

争
は
ぜ
っ
た
い
に
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し
た
」

（
小
学
5
年
生
）、「
も
う
一
生
、
戦
争
を

起
こ
す
ま
い
と
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
中
学
2
年
生
）、

「
ピ
ア
ノ
の
前
で
み
ん
な
と
一
礼
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
き
、
被
爆
さ
れ
た
方
々
の

想
い
が
伝
わ
り
、
今
ま
で
深
く
広
島
の
原

爆
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
少
な
か
っ
た

の
で
、
こ
の
夏
休
み
に
平
和
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」（
高

校
3
年
生
）
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
戦
後
70
年
。
次
の
世
代
に
平
和
を
語

り
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
、
音

楽
を
通
し
て
世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
想
い

を
新
た
に
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し

た
。

兵
庫
県
生
協
連
で
は
、
毎
年
、
地
域
・
医
療
・
共
済
・
大
学
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
会
員
生
協
・
団
体
と
一
緒
に
、
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
み
ん
な
で
考
え
、
確
か

め
合
う
場
と
し
て
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
西
宮
市
、
明
石
市
、
神
戸
市
東
灘
区
、
中
央
区
、
姫
路
市
、
尼
崎
市
で

開
催
し
、
今
年
で
7
回
目
と
な
る
「
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
、
8
月

23
日
㈰
、
兵
庫
県
民
会
館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
中
央
区
）
に
て
開
催
。
当
日
は
、

ご
応
募
い
た
だ
い
た
組
合
員
と
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
合
わ
せ
て
約
3
0
0
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

ピアノ・森須 奏絵さん、ソプラノ・大島 久美子さん

ジュニアコーラス・ティンカーベル
＆レインボージュニアのみなさん

休憩時間には多くの方に被爆ピア
ノを間近でご覧いただきました

平和への想いを語る 矢川光則さん

司会のコープこうべ 足立 大さん

ロビーではパネル展示も行いました
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7
月
2
日
㈭
好
評
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
、

今
年
は
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
で

3
回
目
で
す
が
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
あ
り
、車
中
で
は「
待
ち
遠
し
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
2
0
0
0
年
に
開
催
さ
れ
た

淡
路
花
博
以
来
、
花
の
島
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
た
淡
路
島
に
行
き
ま
し
た
。

ま
ず
「
あ
わ
じ
花
さ
じ
き
」
で
ク
レ
オ
メ

な
ど
、
季
節
の
花
を
楽
し
み
ま
し
た
。
海

の
幸
い
っ
ぱ
い
の
昼
食
を
食
べ
た
後
は

「
奇
跡
の
星
の
植
物
館
」
を
見
学
し
ま
し

た
。「
普
段
は
見
ら
れ
な
い
珍
し
い
花
を
、

た
く
さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」「
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
心
が
和
ん
だ
」

な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

買
い
物
で
は
「
試
飲
し
た
玉
ね
ぎ
ス
ー

プ
が
お
い
し
か
っ
た
。家
で
も
作
り
た
い
」

と
特
産
品
の
玉
ね
ぎ
を
買
い
込
む
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
め
っ
た
に
旅
行
に

行
か
な
い
か
ら
、
家
族
に
い
っ
ぱ
い
お
土

産
買
っ
て
行
く
わ
」
と
、
両
手
い
っ
ぱ
い

に
買
い
物
袋
を
提
げ
て
バ
ス
に
帰
っ
て
く

る
方
も
あ
り
ま
し
た
。

帰
り
の
バ
ス
で
は
「
来
年
も
ま
た
一
緒

に
行
こ
う
で
」
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し

た
。

（
通
信
員
　
春
木 

圭
介
）

兵庫県生協連主催 第6回労働安全衛生研修・学習会を開催
7 月31日㈮、兵庫県民会館において、生

協の事業・経営という視点から見た職場の
労務管理や安全管理、健康管理などについ
ての「労働安全衛生研修・学習会」を開催。
5 生協・ 1 関連会社から役職員12名が参加
しました。
「“転倒災害・熱中症”を防止するために」

と題して、社会保険労務士・茶園幸子氏に
ご講演いただき研修・学習会をすすめまし
た。転倒災害の現状、危険個所の発見、不

安定状態の解消と対策について。また、熱中症が現れる症状と重症度、熱中症を防止するた
めの予防対策としての作業管理、作業環境管理、健康管理についてもお話いただきました。
参加者からは、「職場で今月だけで転倒事故が 2 件発生。対策が必
要と考え参加しました。帰ったら靴底の点検から始めます」「転倒
災害は仕事上、転落よりも軽く見ていましたが、認識が変わりました。
ヒヤリ・ハットを集めて分析し KY（危険予知）活動に活かしていき
たいです」「“ 3 日もすれば異常が正常”という言葉は心に留めたい
と思いました」などの感想が寄せられました。

た
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

バ
ス
ツ
ア
ー
で
淡
路
島
を
満
喫

社会保険労務士・茶園氏
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JA みのりＪ
Ａ摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会Ｊ

Ｆ

関西学院大学との
消費流通検討会を開催

〜調理実習からロープワークまで
幅広い内容で開催〜

爽やかなクールビズシャツが完成
生地には地場産「播州織」を採用

摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会（大
西 正起会長：JF 伊保）は平成25年度から関西学
院大学文学部 田和正孝教授のゼミ生と交流を行っ
ています。今年度の消費流通検討会は 7 月11日㈯
水産会館 4 階の調理実習室で行われ、田和教授を
はじめゼミ生のほか同大学生協関係者、摂播漁青
連と関係者あわせて約50名が集まり行いました。
今回は、漁業の話に加えて、学生が家で気軽に作
ることができる魚料理の紹介やロープワーク体験
などを取り入れた内容でした。

調理実習では JF
兵庫漁連の協力で、
生きたタコを使っ
た茹でダコづくり
と、摂播漁青連が
同大学生協食堂で
採用して頂いてい
るものと同様のシラス丼を作りました。学生らは、
タコの感触に戸惑いながらも、短時間で作ること
が出来たので、魚料理は意外と簡単に出来るとい
うことが分かってもらえたようです。続いて、兵
庫の漁業とその現状について意見を交わした後、
もやい結びなどのロープワーク実習が行われまし
た。青年部員からの熱のこもった指導と鮮やかな
手つきに、「手品みたい」と感心する学生の姿も
多く見られました。実習後には使ったロープを持っ

て帰り、練習
したいという
学生も多くお
り、様々な漁
業の姿を知っ
てもらえたよ
うです。

北播磨地域の地場産業「播州織」を使った JA
みのり男性職員の新しいクールビズシャツが完成
し、組合員から「涼しそう」「爽やか」と評判になっ
ています。

JA みのりでは、「わたしたちは、地域・人・く
らしの未来づくり（ゆたかなみのり）をめざしま
す」の理念に基づき、農産物の「地産地消」を推
奨するとともに、地場産業の活性化や地域貢献に
も積極的に取り組んでいます。平成24年には、一
足早く女性職員の制服生地に「播州織」を採用。
今回、男性職員の制服更新時期を迎えるにあたり、
男性職員のクールビズシャツにも「播州織」を取
り入れることを決めました。

シャツの生地は西脇市の「播州織工業協同組合」
から調達。コットン100％の細番手糸を使用した
上質素材で、柔らかな風合いが特長。チェックや
ストライプなど 6 種類のデザイン展開で長袖、半
袖を用意しました。

新しいクールビズシャツに袖を通した加東地区
融資渉外の松村貴俊さんは「とても優しい着心地。
播州織を使っているということなので、組合員さ
んとの会話に役立てたり、PR できれば」と笑顔
で話しました。

「播州織」のクールビズシャツに袖を通した男性職員ら

生のタコを触るのは初めての方が多かったです

ロープワーク実習は楽しんでもらえました
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兵協連だよりをご覧のみなさま。こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネッ
トの吉江です。

朝、ふと、空や海、遠くの方をなんとなく眺めることがあります。つい、最近までの暑い暑い日は、
毛布のような靄が空や海を覆っていました。ところが、そんな靄は、いつの間にか、消えていて、
風は、とても、心地よくなったことに気付くのでした。

さて、ひょうご消費者ネットには、日々、消費者のみなさまからの被害情報が寄せられています。
どんな方法で寄せられるかというと、ホームページの被害情報提供フォームからや事務局へのお電話、はたまた、お
手紙ということもあります。どの被害情報も「（業者の）こんな対応はおかしいんじゃないか」「なんとか、改善され
ないものか」という叫びでいっぱいです。

ところで、適格消費者団体は、消費者契約法で「不特定かつ多数の消費者の利益のために、差止請求権を適切に行
使しなければならない」とされています。ですから適格消費者団体では、被害情報を提供いただいた方、個人の被害
について対応することができないのです。被害情報を目の当たりにして、いつも、いつも、もどかしい思いをしてし
まうのです。

では、寄せられた被害情報は、どのように検討されていくのか。次回、もう少しご紹介させてください。
� （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com連　絡　先

兵協連だより９月号 最近の消費生活相談事例 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の消費生活相談事例
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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神
戸
市
中
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山
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通
4
丁
目
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県
民
会
館
4
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３
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１
・
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６
３
４     

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
０
７
８
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３
９
２
・
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９    

県
連
日
誌

編
集
後
記

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
今
年
も
会
員
生
協
み
な
さ

ま
の
ご
支
援
に
よ
り
「
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
（
P
4

参
照
）。
朝
早
く
、
無
事
に
ピ
ア
ノ
が
舞
台
に
到

着
す
る
と
「
ほ
っ
」
と
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
の
音

色
と
、
会
場
に
響
く
歌
声
、
子
ど
も
た
ち
の
合

唱
。
つ
か
の
間
の
心
豊
か
な
時
間
で
す
。
☆
心

豊
か
と
い
え
ば
、
先
日
、
仕
事
終
わ
り
に
、
前
々

か
ら
機
会
が
あ
れ
ば
し
て
み
た
か
っ
た
「
写
経
」

を
初
め
て
体
験
。
手
を
洗
い
、口
を
清
め
、唱
え
、

書
写
を
始
め
ま
す
。
コ
ロ
コ
ロ
…
と
流
れ
る
水

の
音
を
聞
き
な
が
ら
静
か
な
時
間
が
流
れ
ま
す
。

途
中
、
先
生
が
「
と
ら
わ
れ
な
い
心
」「
か
た
よ

ら
な
い
心
」「
こ
だ
わ
ら
な
い
心
」
に
つ
い
て
話

さ
れ
、
邪
念
を
払
い
、
心
が
清
ら
か
に
な
っ
て

い
く
よ
う
な
…
（
気
が
し
ま
す
）。
終
わ
っ
て
外

に
出
て
夜
空
を
見
上
げ
て
ひ
と
こ
と
。「
お
な
か

す
い
た
な
ぁ
〜
」。
い
ろ
ん
な
も
の
に
ま
だ
ま
だ

心
を
「
と
ら
わ
れ
」
な
が
ら
も
、
毎
日
を
頑
張

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
今
度
は
ぜ
ひ
、
宿
坊
で

「
写
経
」
を
…
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
中
尾
）

9
月
10
日
㈭　

兵
協
連 

第
3
回
生
協
活
動
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

ば
ら
）

9
月
11
日
㈮
〜
13
日
㈰

	

兵
協
連

	

第
2
回
「
東
日
本
被
災
地
支
援
活
動
」

�

（
宮
城
県
・
福
島
県
）

9
月
15
日
㈫　

兵
協
連　

第
2
回
生
活
問
題
研
究
会

�

（
県
民
会
館　

ば
ら
）

9
月
17
日
㈭　

兵
協
連　

第
1
回
医
療
生
協
部
会

�

組
織
担
当
者
会
議

�

（
県
民
会
館　

B
1
0
1
）

9
月
18
日
㈮
〜
19
日
㈯

	

兵
庫
J
C
C

	

「
虹
の
仲
間
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
」�（
三
木
市
）

◦ お 申 し 込 み ・ お 問 い 合 せ ◦
兵庫県生活協同組合連合会（担当：三輪）　TEL：078-391-8634　FAX：078-392-2059　主催：兵庫県生活協同組合連合会
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